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大学 における統計学 の講義 に対す る希望

医 科 大学 に お け る統 計 教 育 に つ い て

高 橋 亀暁 正(東 大医 ・物療 内科)

私は、医科 大学の課程を終 えに学生の大 部分のものが,研 究室に穫 っで何寺かの形の研

究に従事 する境状においては,実 験医学 概論 と称すべき内容の講 座に,可成 りの時間 を割

くべきでは なかろうがと考える。そう した実 験医学 概論 の中 で,医 学の研究における統 計

学の意 義とその占めるべき位置とが明確 に示さな ければ なら数 い。統計学を不当に低 く

評価 することも,不 当に高 ぐ評栖することも,こ うした取 扱いの中か らは,生 じないであ

ろ うと憩1われ る.

一方
,医 学と称 せら九 る領域の中にも、可成 り形 態を巽にする部門が存 在するのである

が,そ れぞれの部 門で綾計掌に期待するところは,心 ずしも同一ではない.私 は,生 体現

象に飼係する因子構造として,反 応の場の因子である個体 困子を中心に おき、 その周辺 の

異る2⊃ の次元に、環境 因子群 と実験因子群 とを配塵する擁這を考 元るのが適当ではない

か と考元るの蒼あるが,こ うしに立場から見ると,医 学は,人 周の集因に対 する環境因子

群 の影響を発析する穰境医学と,人 体に おける請現象の成 立機転とその嫁相 とを研究対象

とする病態生理学と、人俸1こ対 する各種の処趣の効呆を房析 する治療学とに発けられ,ξ

れ それの部門に は,異 験効物に よるScγeeningの 立場 が附隠す るものと考え るこ とが出来

よう(遺 伝学 の特殊な位置づけにっいては,こ ゝでは触れ ない).

壌境医学において取 ウ上げ られる膿境 因子轟 には,社 会的な ものと自然的なもの とが分

けられ,後 看にはさらに地理的な ものと気象的 なものとが分け られるが,前2者 は人同集

団を裕 定常的に支配するのに対 して,後 者には地理的 なものと結び ついて前2者 と 同じ態

庚 をとるものと,気 団の交呂や 微気象の変勃のように,よ り流動 的なもの とが分け られな

けれぱならない.そ うした定常的な ものば、多くの場合層別因子と して定牲的に取り 上げ

られ,層 別遡果 の検定法が必 要 となるであろろ し,流 動的なものは計量因子と して定量的

に販 り上げられ,回 帰分析に よる検定が必 要と蕉る場合が多いであ ろう.

病 慧生理学におい、ては,人 周を 集 団と いて取り 上げる場合と,個 体 と して取 り上げる場



合とがあ るが,前 者にざいては,行 政的な届 出事項の集計を積 み篁ね アこ衛生統計か ら,近

代的蕉標承調登法 の理論に至る稼々の段階の統計学が必要であ るし,い わゆる実態調査な

るもののあ り方も研究 され なければならない・個体を対象とす る病態生理学の専場は,現

象 の構 這 類型 を 同題 とす る 限 りに お'い ては 同題 は 起 らない が,特 定 の病 徴を 定 姓 的 ない し

定 量的 に と ら元,診 断 学の 根拠 とし て月 い・る場 合1=は,再 び 層 別効 果 の検 定 法 が標 本 調 査

法 に近 接 した形 で応 夏 と芯 る し,一 方,判 別 次 元 の拡 大は,判 別 函数 法 の療 理 を必 要な も

の とする で あ ろ う.

ま 苓,・予防 医学 を含 め て の底 菱 の冶療 学 にお いては,慾 要 とさ九 る統 計学 は,処 理 によ

る層 劉効 果 の検 定法 で あ0,そ の一般 性 の保 証 のた め には,診 断 学 と同 じよ うに,標 本 調

査法 への 近接 を計 らな け れ ば な ら蔵 い.

私 ぱ,医 学に お け る統 計教 育が,こ れ まで行 力 れ て示 た、 数 学 的な構 造 に よる体 系の下

に で はな く,こ ゝに仮 りに示 したよ う な医学 の 構 造に 基 ず く体 系 の下 に喫 施 さ れ る こと を

希 蟹 したい.二 丸 に よつ て,私 た 右は 、 それ ぞ 九 の 統計 方法 に お け る数学 授 型 が,現 実の

橿 造 と どの程 廣 に適 合 す るもの で あ るか を,一 層 明確 に知 る こ とが 出来 るよ うに な ること

を,期 待 で さ るもの と思5の で あ る 。

農 事試験 におい て広 く用 いら れ る γandomussignmenttと い う手法1ま,生 物 検定 法 とい

われ る部 門 に お い(は 勿 論,癌 癒 医学 に お いて も屡 々用 い・られ はす る が,そ れ にも ま して,

祭 団 を層別 す る因 子の検 定 法 に対 す る要 求 が強L、 こ とが,上 の 考察 か ら も明 ら かに せ られ

たこ。 尋分 散 の仮 説 の頑 健柱 に つい ての 検 討が 、 私 た 右の場 合 に は,正 規 牲 の仮 説 の それ と

同 じ程 度に 渇璽 され てい る ので あ る.

こ ろ しアこ医学研 究 の特 殊牲 と 並 んで、 病院 の窓 ロ を通 して得 られ た標 本 に つ いて の研 究 .

成 績 を,一 般 化 す る原 理 は何 で あ る か につい て,明 確 な立 場 を持 た なけ 肌 ば な らな い であ

ろ5.

以 上私 の述 べ たこと ころ を要 約 す るな らばP統 計1学 は実験 医 学概 論の 一一ZZと して,そ の性

裕 と位 量 づけ とを明確 に してお くこ と,統 計教 青 は統 計 学の数 学 と しての橘 造 に 基 ず.〈体

系の 下 に で はな く,医 学 の 構 造 に基 ず く体 系の 一臼二実施 さ 項 る こ とが 望ま しい こと,統 計

方 法に お け る救 学梗 型 と現 実との 適 合 農に ⊃い て明 確 な認識 を もた せ るこ と,そ の他 医学

にお ける研 究の特 殊柱 に 応 じた統計 教 育が 望 ま しい,な どと い う こ とにな る が,こ ろ した

教育 を 充分 に 行 うため に は,現 在 統 計 敦 育に あ て られ てい る 時周(医 学 部前 期 に お いて

時 同)ぽ 、 同 題に な らな い程 少 い も ので あ る といわ な け九 ぱ数 ら菰い.

大 学 に於 る統 計 学 教 育 に つ い て の希望

渡 辺 英 造(三 菱金属 鉱業 ・桶川工場)

近年企業体の谷分野におきま して,統計 的方法を活用 する機会が非常に増えてきました.



調 査 や管 理,あ るい は いろ い ろの 計 画 を行5に 当っ て,よ り科 学的 な,ま た 至済的 な行 動

を期待 す る立 前か ら,必 然 的な経蚤 過 だ と思 い ます.現 在 ま で,こ のよ うな 企 業体 の要 璽 に

対 して,従 業 員 の統計 学 教 育 が い ろい ろの形 で行 わ れ ると共 に,新 入 社 員に つ いて'は,入

社前 の 大学 に お け る教育 に相 当期 待 を持 って お りま しフこ.実 を 申 し豪 す と,こ の期 待 は 充

分に は満 足 され てい な いの が 輿帽 だ と思い,い さ さ が希 望 を述 べ て畝 だ い と思 い・ます.

我 々が新入 社 員に 望 む統 計学 の 知 識 には,そ の統 計'掌 の専 門的な 知 識 と,常 識 と して持

つ(い で欲 しい もの と2通 りに 区 別 して 方 ります.従 業 員の 大部 分 ば後 嵩 に届 してお り,

我 々 の 期待 も,寧 ろ,そ の 方に 大 き い もの を持 つて お ります ・企 業体 の 諸活 動 の.中 で、統

計的 方 法 を最も 多 く活用 す るの は,現 在 では 生 産 や研 究 の技 術 部 門 で あ り,つ い く1:市場 調

査で あ るた め 、大 学の教 育に 対 する希 望は,理 工 学 部 にお ける教 育 に重 点 を置 くこ とを御

了承 下さ い.

統 計 的 方法 が,デ ー タを扱 う場 合 に 欠 くべ か らざ る もの で ある こ とは,も ば や何 の 説 明

も要 しな い 答 であ るの に,殆 ん どの大 学で統 計学 が必 須課 目に な っ て いな い ことに 先 ず 失

望 を感 じ ます 。古 よそ 夫学 を 出 た もの は,外国 語 の 一 つや 二 つば読 め る・と 臨,統 計 的 な

考 元方 や 初歩 の 手法 を 理鮮 で き る実 力 を易 に つ ける心 要牲 を大 学 当 局は 理鮮 しない の で し

よ5が 。学窓 を出 て,学 外 に就 既 して行 く看 の だ めば か りで な く,学 校 に残 って研 究 を続

け る着、 さ らに 教転 の地 位 に就 く方 に と りま しても,統 計 の知 識 は応 要 で あ る筈 で あ り ま

す.進 歩 的 な と ころ では,課 外 講 義 と して,あ るいは 選択 課 目と して講 義が 行 わ れて お り

ます が,速 か にそ の講義 が必 須 諌 目と な り,新 採用 の社 員に 改 め て教 育 す る応 要の無 くな

る 日の来 る ことを期 待 致 しま す.

上 記の よ うな こと を申 しま した が,若 干 な りとも統 計 の教 育 を 受 けた老 が,入 社 す るよ

うに な つたここ とは 有難 い1こと で す..し か し彼等 の多 くの知 識 の 状尻 に 照 ら して、 一 言希 望

を述 べ さ して 戴 きます.数 学 的教 育 の 多 くに同 橡 な伺 題が あ るの では 無 いか と思 い ま すが,

機 械 的 に 手法 を覚え て お り,基 礎 と なる統 計的 な 考 元方 や手 法 の意 味 に ⊃ いての 理 館が 不

足 し(い る 者 が多 いよ5に感 ぜ られ ます.自 分の扱 う問 題で 、 意味 す る母 集 団は 何 で あ る

か,また,ど こ までを統 計 的 方法 を 適月 して よい場 であ る とみ な すべ きか,そう い う考 元

方の理 鮮 が今 一歩 不足 して い る よ5に 感 ぜ られ ます.こ れ は講 義時間 が短 いた めに,手 法

の 精 義に 多 くの時 両 を費 され るフこめ で あ りま しよ5か.我々 が 現場 で一般 技 術者 に 最低 限

蘭 こ要求 す る こと は、 日常の 両 題 を 客観 的 に結論 を導 くこ と粍 品 質 管理 を正 しく進 め る

ために必 要な程度 に統計的方法 を身につけることであります.巾 広 く深 く統計学を知 って

いることは もちろん結構であ りますが,た まに しか使 う機会の無い難 しい方法を時間 を掛

けて教 元られるよりも,む しろ,や さしい,初 歩のところを充分 に理解で きるよ ろ,演 習

時向芯どを多くして教 育して戴 きたいと思 います.

攻上は,化 学技術看や治金技術者寺の専門 技術看の常識 として待つてい て欲 しい統計学

教育についての希望であ りま したが,最 近は統計学を専 門に学んだ人を必 要とす ることが,

衣第に多 くな りま した.し か し,統 計学その ものだ けでは同題の鮮答は得 られません。個



々の企業体 の実体,技 術的な知識、 あるいはい ろい ろの管理法などの他 の知識と共に,統

計学専 門家を活月 したいわけであ ります.従 つ(,貧 乏な日本の多 くの会社では,シ ュー一

ハー ト博士のような人材を 自分の会社で養成するこヒを考元 ることは少いと 思います.そ

う云 つた面では,大 学や研究所の統計学看や 日科技連のK委 貴会の活 動等に多 くの期待 を

持 つているので は無い で しようか。大学に(専 門に統計の教育 を受 げ1こ人の 自社における

活動に対 しては,当 然 生産 や販売の仕事 と直援 同接結びっいて遂行する ことが立前 とな り

まずから,少 くとも工業蚤営 学や,基 本的な生産技術の知識を統計学 専攻看にも教えて貰

い1[い もの と思い ます.民間 の会社に入9ま して,工 業や萎曽 上の範 囲に限定 しても,統

計学 乏の ものを仕事と して進んで行 くことのできる人は,極 く限 られた人だけでありま し

よ5.,

技術 再門の学生には常識 として統計 学を,統 計導門の学生にば噌識 と して他の知職を授

けて戴きたい ものと希聖致 します。

大 学 の統 計 学 教育 に 関 す る私 見

浅 野 長 一 郎(塩 野義製薬)

如何 な る学 同 でも、 その狂 史的 な背 景,発 展 過 程 や深 遷 及び 現 代社 会に於 ける課 題 な ど

と切 り高 して、 教育 の両 題 を諭 じ得 られ るも の では ない.例えば 吾々 の 統計 学 に 於 いて ち

杢済統計,生 物 学統 計 や工 業統 計etc.と か な り広範 囲に 汎 るも の で あ って,こ れ らIK,数

理 統 計 を除 け ばDismal scienceな ど と云 わ れ つx実践 科学 と して,社 会的 に 密按 な囲逼

を有 し、又 社 会の 事 象を 題材 と して、科 学 的に 実態 の分 析調 査 を 目的 とす るも の と位 置 づ

け られ て来た

さ て,大 学 教育 の 如何 な る部門 に 於 い ても,そ の 在学 の 数 年で 全 く完 了さ れ るも の でも

な く,又 それ が 直 ちに社 会 に 役 立 っ と期 待 す るの は困 難 であ る ・従 って,大 学 に 於 いて は・

基 礎 教 育 が施 され るのは 当然 の事 であ るが 」 この教 育 か ら得 られ る もの を技 衛 の 段鯖 と考

元 る には 早計 で,更 に 真 に 技術 と も云 う5べ萎 甚 礎教 青 の活 用 の意 装 や その 具体 的 な 方法

etc、を ξ5元る奉 が よ り重 要 と考 充られ な けれ ば なら ない.し か も,こ れは,圭 と して墓礎

科学 研 究 看 の任 劣 であ る事 も忘 オしては な らな い.実 礫,現 在 で は,喜 々の この科 学 を活 用

して行 く とい う考 元方 及 び その 方 法 の教 青が 殆 んどな く,単 な る知識 の伝 達 に終姶 してい

る ようで'あ る.

こ の よ うに従 東の 教 育 に は,尚 同題 があ つ たに も ぜ よ,と にが くそ の 人が 将 莱伸 び るか

杏 か は、 当然 「大 学 を出 て か らの 努 力 の量に 依 存 す る 」 と して,お きか元 られ に ・

さ て,こ の儲 帰 結 砺 れ ば、 今 吏 鋤 を1ま さむ 余地も興 味 もない ・ 又編者 の意 図も こ

れ では な く,具 体 的 にQ.CりM.R.,0.R.等 の 場 で の数 理 統計 と教 育に関 す る批 判 と希聖,

意 見を求 め る事 に あ ろ5.こ の 事は,統 計 数理 の 適用 に 図す る本質 的 な問 題 とな る ・次 に



通 用の 場 か ら見 アこ数 理統 計 の導 入 ・発展 ・変遷 及 び 現在 の 課題 を概 観 し,教 育 に関 する 私

見 を まと め よ う.

一 見
,企 業 とは,そ れ 程 図係 の な さ そ うな数 理 統計 が,戦 荊,戦 中 に吾国 で も優 秀 な学

脊 方 に よ9独 自の研 究 と適用 の試 畝 が な され たこが,終 戦後,6.H.Qの 指 導 及び 技 衛指 導 法

人などにより,5hewhα γt、Demingの 患 想 と して翰 入 され,目 覚 し く社 会科 学,自 然 科 学

の広 範 な 分野 に漫 透 しに.そ こ で,そ の分野 の 核 心的 蕉 同題 迄,推 計 掌 の 両題 と して,置

きか 元,明 哲 な鮮 答 菱見 出 すな ど,各 分 野専 攻 の学 者 、技 術 看 を 贅嘆 さ 廿 る程 の影 響 力 を

示 し,「 推 計 学万 能 」を 誇示 してい る よ5に 思 わ1!1し め たこ.

しか し、 この盛 況 も長 くは続 かな か った.先 ず社 会 科学 の 分野 か ら,推 計 学批 判 とい ろ

形 でその 位 置 づ1ち 役 目,仇 き に 関する 茂論 が、 孟 と して 確 率模 型 と推 計 の意 味づ け の面

か ら発生 しだ.こ の結 論 は、 批 判側 が 完 全 に議論 出 家 る程,数 掌 的 な ω舵μ厩 α漉o診 を有

していな か っ尤の で、 双 方の 意 思が 通 ぜ ず、 単 に手 法の 誤用 をなす りつ け合 うに留 ま っ 乙

併 し=の 批 判 に も一面 の真 哩1よ存 在 して い た.時2同 じ く して、 自然科 掌 の 分野 で も、 本

負的 に同 じ枇 判が、 推 計学 の 無効 又は 限 界 と して量 張 し、 遙歩 的 な 若 干の 人 々 は,こ れ を

資本 主義 形 態 に利月 され る偲 鵬 と して,イ デオ ロギー ⑦同 題 に ま で結 びつ け て批 判 しに.

しか し、 こ の批 判t意 図 に反 し,批 判 の ゆき過 ぎ と して真 面 目に 推 計学 批 判 を考 元 る人 の

同題 点 を脇 に そ ら廿 る効果 しか なか つた.こ の よ う芯 一部 の批 判 に も禺せ ず,技 術指 導 法

人 の 主催 す る推 許 学技 法の 講習 会は、 尚相 当 な盛 況 を み,所 届 認 師 は70rCbgmatLs?7zi〈F固

め7こ驚 く程 の 実利 万能 的講 義 を うy"け,更 にJurαrし の講 蓑 で はノ 極 め て便 宣的 な適用 と

定 義 に,と に 角 「適 用個 所 に適 用 しな いの は愚 だ 」と結 論 づ けは したが,一 般の 推 計 掌 批

判か らば、 更に 一坦遠 ざか つた.

さ て,そ の後2年 有 余,推 計 学 は弁 証 法 的 にも 一歩 飛躍 す べ く,以 荊 の派 手 な活 躍に 比

し,極 め て地 庶 な研 究及 び適 用 検 討 の 段階 にλ っ7こ.併 し この検 討 もteavaworlP .が 寡 く,

今 日に至 る迄,研 究 は 単な る統 計 敬 学 の展 胴で あ り,適 用 検 討 は多 柁 の故 もあ っ て寅用 上

の処 理 に のみ 片寄P、 両 者 の真 剣 な旛 渡 しを必 要 と した推 計 学批 判 に抗 して夫 きな進 歩が

あ つた と は い元菰 い.最 も 蚤済 性に 富 み,効 果 的で あるQ.e.を 真 面 目に実 施 し(の み 、 他

の 企業 と有利 な 立場 で競 元 る と され る宍 企漿 又 は中 小 企業 で,高 次 のexp.deSt'gruを 組

dy,効 果 をあ げ アこ例 は,茂 肉 にr5余 り面 か ない 。

元 茉、 利 に賢 ぐ、効 異 の'あ る技 法 は少 々犠 牲 を払 つて 右競 い採 用 して行 く,相 当進 歩 的

な 面 をもつ この社 会 で、 有効 蔵 場が 考 えっか な い とい うこ とに,有 動 牲 の 土台 が ゆき ボ ら

れ る.

Q.e、MR,O.R.の 場 か ら見7=近 代 統 計掌、 甥…に 数 理統 計 の理 論 と適 用教 育 の笹 界が,

この よ うな 憲 味 で異論 な く,各 々 「まだ も5一 つ 」又は 「全 く体 系 づ け られ て いない 」
.と

い うと こ ろ石停 滞 してい る感が 濃 い.蔓 に,今 後 に統 計機 破に 麗す る教 育 を これ ま での統

計 学 の教 育 と如何 にす るか の同 題 も含 まれて 来よ ろ.

さ て、 二 ㌧で話 を墓 礎 科学 と活用 に 蘭 す る教育 の 両 題に戻 す.二 の 両 題 は
、 一般 社 会 と



夫 学及 び 諸 科学 と数 理統 計 とが よD一 層 密 接 な 岡係 で交流 しアこ時 に こそ,大 学 は よ り有効

で豊冨 な 研 究 題 目に恵 ま れ,又 研 究 取 果 ぱ更 に 有用 に教 育 し普 及 され ね ばな らな い.二 の

岡係 は 医学 部 に於 け る一 般 学理 と蟷 床 医学 の 肉係 で よ く理餅 さ れ る.そ して、 この教 育 こ

そ,在 学 数 年 の事 で は 菰 く,で の後 の糧 と して,必 須 のも のと考 元 られ る.

編 者 が私 に 意見 を束 め られ たこのは,主 と して この よ うな 固題 点 を期 待 され てい た争 と思

5t抜 販検 査 は ど う、B∠oasseシ は ど う,時 同 数 は ど う,U・S・Aで の教 育 とか 所屋 学部,

在 掌 年数 等 々 の具 体 化 ぱ,前 述 の実 績 が確 立 しな い限0,砂 上楼 周の 類 で あ ろ う.

大 学 に お け る 統 計 教 育

は 如何 に な さ る べ き か

奥 津 恭(富 士 フイルム)

近 時,事 葵 系,輝 術系 を向わ ず,会 社、 工場 に居 る管理 者 は統 計 的認 議 方法 を♪ 日常 の

仕 事 と して 多か爪 掛 荏 かれ 愁 ず泌 要 と す るよ う にな っ て莱た こ とは否 めな い であ ろ う.こ

うい う見地 か ら,今 後 の大 学 教 育 では タ統 計 的 な物 の見方 フ 考 元方杢 基礎 的籔 養科 程 と し

て 充分 に教 え込む 必 要 が あ る と考 冗 る.

次 に デー ター の統 計 的処 硬 を行 うこと も,寅 秀 に は応 ず必 要 とな るの ぐ,こ れに 対 して

専 門的 知識 迄 は要求 し菰 い、が,二 れ を理 群 する た めに 基縫 とな る数 掌 の初 歩 を 是非 共,相

当 ミツチ リと勉強 し てお いて も ら う必 要 が あ ろ5.具 俸的 には,切 等微 積 分、 確 墨 論、 高

等 代 数(行 列鼻 法 等)の 範 囲 で充 分 では.な いだ う ろか.

こ ㌦に 改 め て述 べ る迄 も萩 く,統 計 手 法 等は 、 あ く迄 も実 秀家 の 一つの 常 識 で あ り,基

碇 的教 養で な けれ ば な らな いか ら、 文 科 系、 理 工科 系 を向 わす,こゝ に述 べ たこ程度 のこ と

は 悠要 で あ ろう.応 用 す る分野 は 実 秀の 内 容 に よ り全 く翼る か ら,学 校教 育 では そ れ程 専

門 化 して行 う こどに は意 味 が あ ま りな い し,そ れ 程 懸 要で も ない が,ど ん 裁発 野 の 仕事 に

つ い ても,応 用動作 の 出束 る だ けの 基礎 作 りは・し(お い て欲 しい ・

この 基礎 の下に,実 際の 回題 は どん な処 に あ り,ど んな も の であ る がを,瞥 見 す る こと

も勿 論 非常 に役に 立 つ と思 う.それ に は、 所謂、 数 学 の先 生 ば適 当 でない＼ 夫々 の 専門 発

野 の人 で,統 計 を手 段 と して、 有効 に活 用 し成 果 を あげ てい る実際 家 に つい て議 義 を両 く

の が よい と 思 ろ。

総 じて,大 学教 育 で は、、 あま り專門 的 な教 育 は・不 要 で,夫 々 の専 門 分野 で応 要と 芯 る基

磯 的学 科 に 重 点を おい た らい ゝと思 う.統 計教 育 等 では特 に この点が 強調 さ れ て よいの で

は なか ろ うか.境 界 領域 の向 題 が 立 ち邊 れπ りす るの も,こ の辺 に趨 因す ると も思 われ る.



大 学 に於 け る統 計 教 育 に つ い て

の希 望 及 び 現 状 に対 す る批 判

上 杉 進 二(富 士フイルム)

私 は,最 近 の 大 学に 於 け る統 計学 教 育 に就 い ての 現 状に つい て あ ま りよ く知 らプよい し、

又、 私の 統 計 掌的 知識 も大 して 深 くない の で立 入 つた 詳 しい 意 見 は書 けな い が,現 場に い

る一 化学 技 術看 の 立場 か ら大 学の 工 科の 学生 に対 する 統計 学 教育 に つい て の,概 括的 な 意

見 を述 べさ せ て頂 く事 とす る.

近 軍 工業 界 にぱ 統計 的 畠質 管理,実 験 計 画 法,挨 取 検 査 法 等 の統 計 的手 法 の 導入が 自覚

ま し く行 わ れ つ いあ り,日 々 の 生産 や工 業研究 に従 事 す る枝 術者 に と っ て統 計 的考 え、方を

身につ け,或 る程廣 の統計 的 手 法 を 自在 に便 い こ なす と い う事 は,技 術者 の}つ の 素 養 と

して要 求 され る に至 っ てい る事 は御 承 知 の通9で ある,

従 っ でこの 要求 を満 たす旅 な牟業 生を 送 り出 す 事が 大 学に於 け る統 計学 教 育の 一 つの 目

標 とな る ので ぱ悲 い、か と思 うの で,こ の 為 には どの 榔 な教 育 を行 充ば よ いか とい う同 題に

つい て考 え てみプこい.

私 共 の受 けた所 謂 旧制 時代 の数学 教 育 の 過程 は尚 単 に い うと,小 学 校賢 豪術,中 学 で代

数,高 校 で微積 お,大 学1年 で微 分方 程 式と い う具 合 で あ るが 、 大学 て=專 攻す る工学 自添

が,=れ らの数 学 知識 の 上 に成 り立 つ て いる所 が 多 く,例 元 ば微 稀 分 に して も,そ の 厳 密

菰数 学 理論 は知 ら恋 か つアこ9忘 れ て'しま った り して も,実 際 上の必 要 牲 から その概 念 とが

計 算決 な どは クー般 の 技術 者 に とっ て身 に つい た常 識 とな つ て いる.

こ れ に対 し統計 学教 育 に つい τみ る と、私 も 大 学で 品 賓管 理の 講 義 を受 け,又 応用 数 学

コ ース の確 率 論 及α統 計 論 の講 義 も 受講 す る事 が出 来 た が,そ れが 專 双す る工学 ど直接 結

び つ く事 な く、 単に それ だ けの 知識 に と ゞまっ たに 過 ぎ 蕉い.一 方 実験 デー タの 整理 に 際

しク か ウスの 誤差 分 布 とか最 小 自衆 法な ど も学 ん だが,何 か厄 介 な感 じで 実際に梗 っ た と

い う杢験 は殆 ん どな く,要 す るに 統 計 学とい5の が本 当 に 身 につ いプこもの とな らなが っアJ.

賠 局 木学 を卒 業 し工場に 入 っ て后,改 め て統計 学 の再教 育 を受 け て ど うや ら実 際に 使 元

そ うに な った 訳で ある が,や は りあ る程 度 の基礎 理 論 を学 ぶ と、共 に、 自 己の 担 当す る窯 際

の 同 題 に応 じてい くとい うやり 方 が,そ の知 識 を確 実 に 自分 の もの に して ゆ くのに極 め て

重要 であ る と思う の で あ る.

が よ うな訳 で,私 は 大学 に於 ける 工 科 の学生 に対 する統 計 学教 育 に つ い て灰 の祢 に汚 元

るも の であ る.即 右,大 学 の低 学年 の うち に微 分学,積 分学 に続 い て確 率論,統 計 論 の初

等的 な基 礎 理論 や,検 定、 挺 定、 分 敬 分析、 最 小 自乗 法,直 交多 項 式 寺の 実 際的 な鮮 析 法

の基礎 を
、 一般 教 育 と して教 え こん で しま う.そ して専 門 の コー スに 這 んで は 天々の 工 学

に就 い て ⊃ その 研究 の 一手 段 と して,こ れ らの 統 計的 手法 をど しど し使 っ てゆ く撫 に す る



事で あ る。

それ に は各 再 門 の工 学 の教 授 方 も その 講 義 中に,或 ぼ実 験指 導 に 際 して,例 えぱ 微積 分

の概 念 や計 巣を使 っ てい る と同 稼 に,統 計的 考 元 方 や統 計的 手法 を 皆通 に 使 つ て頂 く事 が

慾要 であ る.恐 ら く既 に この 祢 な傾 向に な っ て末 て い る もの と思 うが 、結 局 要は 夫 学 とか

・学会 の 全般 の 統計 的 知識 の レベ ル ア ッフ。が最 も必 要 なの ではな い か と思 う
、或 は 更 に小学

校 の頃 よ り,統 計 的 考 え 方 を少 しづ ゝ教 元 こん で 日本 人 全俸 の統 計 的 菰恭 養 姦高 め る箏 も

大切 であ ろ う 、

尚、 品賓 管 理,抜 販 検蚕,高 級な、実 験計 画 法 及び 本 裕的 な確 率論 及 び統 計 論 等 の講 義 に

よる專 門 家の 養蔵 も必 要 であ るが,一 般 の学 生 ば そこ ま での 要 は 蕉 く,高 級 な 手法 ば 華 察

后 で も磁要 に応 じて大学 で の基硬 知 識 の上 に た って比 較 的容 易 に学 ぶし事が出 来 るの で は な

い かと 思う.

以 上 私 の勝 手 な見 鮮 を 述 べさ せ て頂 いICが 、 こ の 一文 が 日本に 於 け る統 計 学 の鯉 全 な発

展 に対 し,何 善 かのお 役 に 立て ば幸 い と考 える次 第で あ る ・

大学 に於 け る統 計 教 育 に つ い で

大 橋 梓(宮 士 フイルム)

Q.e.ぱ,わ が国 に 導入 され て数 年に しかな らな いの に,早 くも 会社 蚤嘗 の肩 力 な手段 と

して、広 く採 り入 れ られ るに 至 った ・ 実 社会に 入 って 同 のな い私 に は,Q.e.坦 前 の讐 理 と,

こ れ に基 礎 を置 いヲこそれ との比 鼓検 討 は,到 底 な し得 べ くも ない が,所 謂 デ ミング の サー

クル に よ る杢 営は,一 段 と近 代的 で,科 学 柱,合 理 牲 に富 む もの と信 じて い る.

私 の橡 に応 化出身 で、 学校 孕譲 と 同時 に、 オ ー トメー シ ヨン化 さ九 た 製造 部 に 配展 さ れ

た もの に と つて は、 準 直 に 云 って,学 校 で得 たQ.Cの 知 識 は,あ ま り役 立 っていな い.で

礼 ヒい うのも 「大 学 は研 究 の 方法 を習 得 する と こ ろ」 と昔 からの 云 い伝 元を 、 私 は額 面通

りに受IJと9、 学 生 時代 応 化 の学 生 に ふ さわ しい単 位 を採 ること に努 め♪Q.e.の 勉 強 を、

疎 に した為 か も知 れ ない 。然 し,大 学 当局 がQ.e.に 理 群 を持 ち,実 社 会に 基 礎 を 屋芝 つ ゝ

発 展 し,あ らゆ る分 野 に通 ず る,共 濫 の技 術 と ま でな=)たQGを,学 生 に習 得 せ しめるべ

くノ 今 少 しの 醜慮を してい た な らば,箏 楕 は叢 つ ていπ う5と 思 ろ.私 の場 合,掌 生時代

のQ.e,教 育 は,教 養課 程 に於 け る 「統 計学 」 と,専 閂 課程 に おけ る 「呂 貰管 理Jの 、 二講

座 が あ つた に過 ぎず,教 養課程 に於 い で,古 典 的 な 微積 函数 論 に借 しみ な く時 周 を 力噸 な

が らも,近 代数 学 た る 「統計 学 」 は7人 文 科学 系列 におかれ だに 過 ぎず,ま7こ 専 門課程 に

於 いては,「 品賀 管理 入 門jを テキス トに用い なが ら,講 義 の体 系化 が 稀薄 で,素 朴 に真

理 探 求 を 目指 す学生 の,学 向的 橘 黙 を か き立 て る迫 力に欠 け、 「管 理 とは 」の項 で,早 く

も私 を うん ざ つさせ る もの であ った 。

私 が実 社 会 に出 た 時,会 社 はデ ミン グ賞 に 立候 補 し,従 業 輿に対するQ.e.教 育 と,現 場



に於 けるQe実 施 に、 会 社 を あ げて の努 力 を続 け て い7.先 人達 は,既 にQ.a.を 身 に つけ,

賑 場 の諸 々の 両題 と取 り組 み,次 々に輝 が しい蔵 績 を上 げ てい ℃.私 は烈 しい シヨ ッ ク を

受け,学 生時 代 に 生慧 気 に も学 同的 体 系 を蕉 さ ぬ と して捨 て てい た石 川 氏の 「畠偵管 理 入

門 」 を再 び 手 に と った.

現 場 に 入 った私 に と っ て,石 川 氏 の 者書 は、 これ が学 生 時代 に 軽 ん じた 書か と,怪 し

ま孔 るぽ ど♪ 全 く簸 っアこ光 をも って 私 を魅 了 し,そ の騨 説 の 一 句 一句 ぱ、 すべ て新 しい 悪.

味 を もっ て私 に迫 って 末1ζ.デ ミング の患 想,わ け ても 「新 しい 畠魯 管 理 とは」 の項 ぱ、

腕 め ば続 む ぽ ど、 否一 つ一 つを」云場 の 員体 的 な同 題 に あて は めて 考 元れ ば 考 元 るぼ ど、 適

切深 遠 の 意味 を持 ち 、私 は次 才 にQ.e.に 興 味 を持 ぢ,こ れ を理 鮮 す るに 至 つ7こ.

思 うに、Q.α は 自分 がそ の場 にあ つて 、身 を も って取 り組 まアよけ九 ば,真 の 洒俺 は 理鮮

し難 く,現 場 を 知 らず,活 字 の 上 で,或 いは,せ い ぜい チ ッス実験 を基 に し7こ程度 の 講 義

を 聴 く くら い'では、Q.C.の 無 緑 の衆 生rcる を兎 が れ な い.

叙 上 の如 く学 生時 代私 は,Q.e.を 全 く知 らばか った と称 して理 支 えな い.然 し、Q,e,を

字 生 時 代 に修 め なか った ことに っ い て,私 は今 別 に後 栢 も して い 萩い.と い うの は、 夫学

時 代 の あの 程 度 のQ.e.の 講 鹿で1ち 所詮Q.C.の 妙 諦は 体得 し難 い し,又,現 狂 現場 で使 用

してい る程 度 の管 理 図法,工 程 群析 、 輿験 計画法 等 に つい てはフ 種 々の 参考 書が あ ワタ そ

の任 に あ1これ ば、 例題 をた よ りに、 一 応事 に処 してゆ く蓼は,底 ず しも 不 可能 では ない か

らで ある.こ の事 は,逆 に いえ ば,Q.σ.は ドグ マか ら出発 しノこ!蓼{司で はIKく 、 すべ て が輿

際 に即 して組 み 立 てら九 た学 伺 であ る為にノ 現 場 に入 って その心 掛 さえ あれ ば、 理鮮 ヒ応

用が 可 能 であ る と ともに,一 応 の 応用 に 図す る限 り,別 に高 農の 学 同的 素養 を必 要 と しな

い とい 元 るも ので あ る ・アこk"2工 学 系 の毒 の常 と して)ξIZら れ た 数 式 を,よ つマ来 る所

以 も知3ず に,そ の まL使 用 す る こ とば、 不 満 と不 安 と を覚 え ざる を得 な い 。私 の 場 合,

例 題 をπよ りに、 日々 発 生す る 簸場 の種 々の 向題 を一応 夫 過な く処 置 して い るが,基 礎 勉

強 豪欠 く不喪 と,引 目を常 に 懸 じ,こ 弓 しπ 処 畳の 販 り方 では,た と元 あ る 条件 下 にお い

てぽ 最上 の 方 法 をと り得 ても,真 の工 程鮮 祈 と,大 巷 な飛 躍 と は,所 詮 な し得 ま い と思 樗

そ九 につ けて も大 学がQ.e.ぱ,如 何 な る賑 場 に も活用 でき る共 通 の技 術 な る こと に思 い・を

い'た し・Q・c・の基礎 とア踊 べ き統 計 学 齢 つsり 学 生 に瀦 廿 しめ る
,よ5、 多大の 努 力 と

黙楕 とを傾 け ら九 ん ことを 念 す る.

大 学 当局 が,そ の努 力 と熟 楕 と を傾 け ら九 プこな らば,現 場 のQ.e、 実 施 に 直ぢに 適 応で き,

しか も不 安菰 く 自信 を も つ て基捷 知 識 を応用 へ と展 囲せ しめ,更 に 高 度 へ と違み う巻 の で

ば な二い かと 思 う次 うセであ る.

(P.14の 続 き)待 ち こむ時 に,生 産 に 図係 の ある要 素 に つ いて統 計 以外の 角震か らの考 寮

も必 嚢 であ る.そ れは結 局,如 何 に 冒 く,統計 的な 方 法 を用 い て,生 産 工程 と して正 しい

緒 果 を 出す か の判断の 基礎 に な るも ので あ って,統計 学 自勇 の教 育 に際 して、 新 しい理 論

や技 術,特 に時 系列 の 坂扱 いや 線 型 計画 などが 充分 に教 元 られ て行 くこ と を希蟹 しπ い.



大 学 に 於 け る統 計 教 育 に つ い て

の希 望 及 び現 状 に 対 す る 批 判

大 上 進 吾(冨 士フイル ム)

現在、 拳巷が,研 究所 で担当 している分野 で,最 も統計的手法を必要とする同題1よ光学

系に於ける構報理論の応用に図す るものである.従 茱、光学系の評洒 は統計 とは全く無留

係 と老元ら茄てい7が,空 周1こおい て伝淫 される構 報量とい う概念を導入す る事により,

光学系の評洒に最も有 力な手段の一 つとなつアこ.フ イルムの零糞特牲(粒 状牲や鮮像力)

の評価に時系列の理論を導入する事は,数 年前 ぱ全 く考えら九なかつた事 である.=の よ

うに,数 理統計学の応用 は今後どの ような分野'噺 しい発展をするかわからなL・.最 近 の

工業に於 ける品貰管理の実施や寅験計画法の普及に俸い,=[学 部の統 計教育には.,工 場の

生産現場にお ける両題の処理法は逐次販入れ られてゆくもの と信 ずるがノこれ らの両題 と

共に、理論的分野(基 礎 的定理 等)も 決 して無視出束蔵い、と思う。この数年周の統計的手

法の工業における応用の発展をみるとき,年 々新 しい回顯が提起 さ孔 注目さ九ているよろ

に思ろ.だ から夫学教育と しては,将 莱の妃何 なる発展をも消化 しうるだけの数学的実力

を作 る事が重要である と思5.

現場的な 同題の坂扱いは実際 に当つてか ら学んでも、習熟によっては指当の所迄 ゆくけ

れども,基 礎的な伺 題については困難である.葦 蕎は専攻(計 測 工学)の 岡係 上比較的大

挙において,数 理統計 学 の教育を受ける機会に 悪まれたけれ ども、 もつと深 く勉強 してお

けばよかつた と思つている.夫 学の工学部 におげる教育に特に望みアこい、ことは応用 面を偏

重せず、統計数学の墓礎t充 分意 差用いて欲 しい事である.例 元はご一般 の講習 会尋で省か

れ る定理 の証明等も充分と り入九 て欲 しい.そ して、 これあってこち 工業における統計

学の新 しい応用分野 がノ 生産現場や それに直結 した研究所から見出され,数 理統計学の新

しい発展が期待出茉るのではないであろろか.

大学の教育 ヒは,奉 業 した と同時に役に立つ人々を養成す る畢では菰 く,自 ら両題を見

出 し,そ 九を処理 する能 力をξ1える争にあると薦 えるので,以 上のような希望を述べ1こ次

矛である.

大 学 に於 け る統 計 教 育 に つ い て の希 望

小 沢 義 郎(富 士 フイルム)

昭和24年,杢 済科牽業の私には統計学教育はその片鱗すら均元 られなか った.従 つて

現在 大学に於て行われ ている,ヌ は行 おろとする統 計学奴育につい・ての希蟹,慧 見の佃依



働=対 して は,私 の杢 験 上か らは何 も持 出 し得 る もの はな い ・

然 し、 『統 計的 物 の考 え 方』 と い うか,所 謂 統計 学 とい う一 つ の掌 同体 系を全 く身 に つ

けずノ 杢営 社 会に 飛 び出 した私 には,そ れ だけ に尚 更夫学 召 教わ っ て置 くべき 思想 及 び基

礎,是;Eとtこ の 位 は識 らな け九 ば通 ら7dい ・と・・う範 囲,そ して 艇 非 と 樋 養 して 置 さ

たこか つアニ批 判 力の な い ことを つく づ く嘆 き無 じて い る.今 圓,こ の後 栖 が,現 在及 び 今 后

の丈 学 での 統 計 学教 青に 些 か でも加 味参考 と蕉 れ ば,後 蟹 諸 子 の た めに 幸 甚 と考 え る.

恐 ら く統 計 的物 の考 え方 は、 それ が統 計 学 とい う完 全,確 固たこる学 同 と して体系 づけ ら

れ るに 先 立 って,日 冨 科 学 的 杢営 の 高度 化 を余 儀 な くされ てい る 実社 会 に,こ ゝ数 年 茉 急

速 に導 入 さ れ♪ そ の効 果の 偉 夫 さに 寧 ろ裏附 けされ て,そ の 学両体 系化 が 急が れ た と思 う・

それ故,私1ま 在 学中 教 わ らな が つた 筆 は.、或 いは 無理 な い=二 と ゝ思 う し、 又 これか らの 夫

学教 育の 教 育材料 に は 最 も面 白い 課 材 で あ るとも 考 え る。

大学 での 学固 や教 育は,実 社 会に 出(直 ちに役 立 つtの で な くても 良 いの であ るが,も

の}考 え方,そ れ を応 用 出宋 る正 しL'基 礎,向 上の フこめの批 判刀 を つ ける こと は必要 不 可

欠で あ り,そ の ための 丈掌 であ る と考 え る.統 計 学 教 育の 取扱 い も 同 じで あ る 。先 季統 計

的 もの ゝ考 え、方 が、 この近 代 蚤 済社 会 に於 て7偉 文 な 成功 を 収 めて い る こ とを 注目 さtら

そ れが どうい う思 想 を侍 ち、 ど うい 弓手 法で 扱 わ糺 て いる か 一通 り紹 介す る 魅 要が あ ろ う・

こ ゝで重 要な ことは、 この種 の 『も の 》考 元方 』 が,大 学 時 代に はノ そ の 人の 進む べ き方

向 が技微 事 秀を 向わ す 又は 進 む べ き如何 な る分野 に も拘 らず 等 しく具 え られ なけ れ ぽな

らぬ とい・ろ事 で あ る.兎 角、 技 衛,事 矧 ま分 離 立 し て教 育 さ れ勝 ちで あ 冗 が,統 計 的

もの 、考 元方 とい う板 な課材は 、 亭実,ど の分野 に で も行 わ れ 応要 とな る こ とであ るか ら,

そ の程 慶 は さて 置き 等 しく与 元 られ な けれ ばな ら ない.さ もな くはら 技術 と管理 の 有機 的

結 合 で ある近 代 蚤営 社会 に》 よ り大 き く貫献 せ しめ るこ とは 出 来な いで あ ろ5.

最 近,セ ール ス マ ンが技 術 者 を も つ て代 元 られ つSあ る とい う争 実 、MRが 思わ し く発

震 しな いと いう 筆柄 に対 する 責 任 の 一端 は,従 未 の か ゝる 犬学 観 育の 在 り方 に起 因 す る こ

とな.きに しも あ らず と思 ろ.杢 済 科 学生 に 対 して 蔦ン 統計 的 もの ン考 元 方を典 例 と す る技

衛 的ク 計 量的 教育 が ξ 元 られ な けれ ば,彼 奢 が国 家発 展 の役 に 立 ち得 ぬ よ うな社会 に 既 に

変 ってい る こ とを特 に強調 したい の で ある,

私 は 入社 して直 ち に原 価 計 巣遊 担 当 しフこ.微 力なが ら次 矛 に原 値 管理 へ と進 展せ しめ て

Xlが,蹟 管 理 へ の髄 つ き とMReの 橋 測 で厚 い'壁に ぶ っか っr-vaを 掌z£ ・統計

的 手法 と は極 く易 しい とい わ れ るが,私 には難 しく 思の れ る.何 改 か?墨 済科 で は数 字

に親 しみが 薄 く菰 り,寧 ろ数 字 を忘 札 さ せ るよ うな 学両 に橘 り遡 ぎ た.

QCの 墓 礎 的 思想 は会社 で の 数 回 の教育 講座 に よ つ てよ く理 鮮 出飛,更 に遙 ん で取 粗 も

う とす る時 私 に は難蘇 な数 学 がぶ ち 当 る.教 学の 黙 知 識 はその 進度 を鈍 らtヒ域 功を 阻む.

自 分 の判 断に 自信が持 てず,他 人の誤 りに確 実 な指摘 と改 醤 を要 求 出来 な い.サ ー クル が

よ どむか ら向 上 がな い、.夫 学は、絶 対 に その科 の知 何 を 同わ づ㍉ 統計 的 もの ゝ考 元 方 と それ

に附 贋 する手 法,基 礎 的数学 を教 元 るべ さだ.そ の範 囲 惹経 験的 に あ げ るな らば'QCテ キ



ス トシ り一 ス 石川 馨 教 授 の 「畠質 麿 理入 門 」,及 び 森 口繁 一教 授 の 「初等 数理 統計 学 」 は

是 非 とも 習得 して 置 いたこ方 が 良い.大 学出 身看 が やが てActionの 役 につ く な らば フ実 は

も っと 高度 な教 育が 要求 され るの だ が 一.「 よ い ものを 安 く作 る」 とい・う合理 的 な 思想

は,国 中 ど の分野 に 道 共通 であ つて 見れ はも ど の分 野 に進 む も のに も応 ら ず 与 元 られ て然

るべ き種 類 の 課材 ぐ あろ う.

サ ーク ル の 両題 とか 濟 費者 の 立場 とか、 或 い はデ ー タ とか麿 理 とが,或 いは 又原 因,限

界 とか 分布 とか,特 に 蚤済科 学 住 に は既 に親 しまれ てい る言 葉 であ り、 蚤営 社会 が これ を

遍 して,飛 躍的 発展 を 収 め てい る こ とを認識 さ せ礼 ば,恐 ら く彼 蕃 は違 ん で その結 び つさ

と 、 よ り高度 な体 系 化 の研 究に 熟 慧 を打 ち込 む で あ ろ う,

役 立 っ統 計 学教 育 を

柴 恵 輔（富 士フイルム)

戦後,統 計的品質管理 が音及 し,化 学工業へも積極的 に導入 され,幾 多の実績が挙つて

いるという.当 富士7イ ルムに於 ても戦後逸早 く導 入され,実 施効果に対 して栄誉あるデ

ミング賞を受賞 し,幾 多の良い製畠を安 く社会 に送0,サ ービスの実 を挙げつsあ り,社

内に於ても 「統計的 畠嘆管理を弁 えないのは,技 術看としての資格が無い、」と迄に徹匠 し

ている.斯 く重莫視 されている今 日に於 て,一 般的 にい、つて,案 外新制大学 に於ける統計

学教育が,そ れ程重要視 されず徹底 されていない叡に思われるのは,理 鮮に 苦しむ処であ

る.

勿論、大学での統計 学教育の現状に就 いて述 べる責格も蕉い し,又 今か ら三年許前の掌

生当時のその一般の教育の状現 すら穗 る資格も更にないが,喫 際化学工業 の現場にあって,

統計的諸 手法を活用 さ して頂いている一化学技術看 として,理 撃系化学 を導攻 した学生当

時の駝計学教育の姿菱皿碩 し乍 ら,斯 くして頂き得れば良い と考元る希望争項を,理 学系

の化学專攻に話を限 つて一 ・二述べだい.

当時,新 制大学の所謂 「統計学教育」 に相当すると思われる講座としては,確 率諭等は

別として,数 理統計 学以外には無かった.章 にも一年同受講 し,今 日非常に有難 く感謝 し

ているが正直菰話、 純粋数弊と全く伺 じ調子の此の鵠遜に対 し,純 粋数学に対する翼味とノ

その演習 の態度 だけで学習 して来πと記楓 している.こ れが統計学教育の少くとも多い一

面である駅 あるが、翻 蝉 の あり得 べき統 計繍 の総てではない・と思 う.処 が一旦,

化学工業の 中へ入 って観 ると、化学の再門的技術によ9一 本調 子に割 り切れない複 雑騒奇

な而 も多数の要因に、一 つの実験に しろ結論を見出す困難さをつくづ く体験 し、今 更乍5

数理統計学の効用を認誠 した次矛 であ る.深 刺 な必要に迫 って,学 生の時 とは別の立場で

菖数育 して頂き学習 し直 した.此 の体験か ら,「 統計学教育」のあって欲 しい、もう脚つの

面を痛感 した.



役 立つ統計 学 といつても,工 場に入って直ぐ その侭,役 に立っとい う意味 では勿論ない.

この事は化学教育についてもいえる事 と全く同穣ぐあ る、抑々フ新制大学に於ける統計学

専攻 又ぱ理学系の研究看〉技術 者への為の統計学教育は,敢 て牙けれ ば次の二っの面が有

り、両者が一俸とな つて始め て統計学教育の効果が十二牙に発揮 されるものと思 う.一 つ

は、統計学の理解 に岡する教育 である.他 の一つは,例 元ぱ化学の実験的研究とか,殊 に

工場実験等に際 して,夫 々当面する困難な諸回題を,そ の都慶統計学の活用によ り鮮決 し

得る能力の養成に関する教育で'ある.

茅一の統計学教育は,比 較的 よく,夫 学の数学教 室を中応 に行われ ていると患う.私 の

至険か ら此 の場合,統 計的認識論理から出発 して頂 きたい.単 な る純粋数学の演留に終 る

こともない でほない.今 日,矛 二の統計学教育に多い回題 があ9は しない でしようか.私

の場合,敬 養 課程か ら幾多の化学 又は・物理実験殊に生理学の実験 があ り,夫 々,喫 験のフ・

ランニング殊にデー ターの整理、解 釈に相当苦労 しπ.一 方実験学 として、誤差譲最小 二

乗法等並行 していた と記憶 する.然 し学生自身デー ターの処理で苦 しみつ ゝ.一 方の数理

統計学 との有機的図連性が悲かった と思 う.学 生も非 鴬に興味を もっている時 でもあ り

中二の統計学教育の正に実施の場である と思う.現 在に於 て教育のチヤ ンスが あるのであ

るが ら,要 は、担当の先生の統 計学教育の認識如何の向題 とな りはしないで しよ うか.

一般教養課程を含めて
、4年 とい う新制大学に於 て濾大な教育を塑む ことは無理 な話で

あるが,そ の実を挙 げるには,諸 々の実験の際の学生の蘭心を利月 し、 自発的研究 を啓発

しつ ゝ,蕊 礎 実験技衝と融合 して,統 計学の応用能 力を敏 育するが良いと思 う,そ の ため

には、 矛一の統計 学教 育を二段 構元に し、教養課程 の初期 に,初 寿微積分 しか利用 しない、

程度の考 充方を中心とする教育 が行われ るべきで,こ れによ り相 当の レベルアッフ』が期待

できると思う ・私の受講 した実験学 には、 実験計画を中心とする高度の統計的手法の講座

が入つて欲 しい.専 門課程に於 ける研究実験 は,導 門的研究能力の養成の 中に,統 計掌的

素養が融合する迄に徹底 して茱 ることを霜黎する.

裏す るに,統 計学教育の徽底 による学生の レベルア ップと專門技術 と統計技術の融 合に

より、我が 国の化学工業への統計的 畠賓管理 が志霞と徹底 し,そ れ による実績 も一段と前

進 すると思 う.

大 学 に於 け る統 計 的 方 法 の教 畜 に つ い て

尾 河 洋 一（ 富士フイルム)

数年前,在 学 中に私は統計的方法の講義を 一応は受けた.そ して現在は仕箏の一部石統

欝的方法を輿用 する立場におかれている.何 を教 われば よかったかが,い まの私の発畜 出

来 る立場さあろ5.

私は,統 計的方法論め思想と技術は別々に教脊きれ るべきであ ろうと考元 る.勿 論、統



計 的 方法 の 校 術的 側 面 恋 充 分に 理解 し菰 けれ ば 実 用 を望 む べ くも な いか ら,実 験 技 術 ある

い は実用 的 鮮 祈手 段 と して具 体 的 な方 法 を,充 分駆 使 出末 る よ うにな つて い菰 けれ ばな ら

慧 い.し か しその半 面,こ の よ うな 教 育 を受 けたこ人 々 の中 に は、往 々 テ クニ シ ア ンと して

は実 刀を 持 つ が、 現 実 の同 題 に 対 す る取 扱い や 認 識の 点で、 殆 んど統 計 的 思想 の 片 駁 さえ

も見 られ.な い人が 現 オしる の を私 は 実際 に 知 つて いる.

統 計的 方法 が現 場 で右 用 であ る理 由 はノ単 な る群析 手段 に ある ので は ない と私 は 考 えて

い る.む しろ,現 実 の周 題 を処 理す る時 に その 同題 の扱 い 方 で,繕 論 の栖 値 が 支配 され る

こ との 方 が 多い ので は な い だ ろ5か.こ の意 味 では簿 析 技術 と共に 、 統計 的思 想 の認 識 が

縛 対に 泌要 にな って莱 る 。 私の 蚤験 によ れ ば,統 計数 学 を、 いわ ぱ応 用 数学 と して 形式 的

な論 理 に沿 っ て教 育 され た.従 つ て 、体 系 と してよ くまと まっ て はい る がメ 現 実同 題の 処

理 に ついて は,解 析 手 段 以 上の も のが 教 元 ら九 アこと 思 っては いな い・

既 に述 べ たこよ うに,鮮 析 技術 は 基礎 と して統 計 教 育の 煎提 に な る ものだ が,同 時 に,,フ

統 計 的な ものy考 元 方(Sが 、 現 翼 の 同題 の処 埋 の 構 想 力と ば り得 る よ うな、 統 計 的 方法の

physicalな 思 想 を 裏 づ'け て教 え られ れ.ば よか った と思 う.そ の 為 に,例 元 ば次二の よ うな 方

法 は如 何 石 あ ろ うが 、 それ は,一 つは 統 計的 方 法 論 の論 理又 は 思想 に 蘭す る議 義 で あ り,

他 の 一つ は 統計 数 学 看以外 の 立場 の人 に よ る教 育 であ る.

前 者は 統 計的 方法 を実 用 す るた めの 基 盤 て『,現 実 の仕 事 を統 計 的な 見 方 か ら整理 す る と

同時 に,統 計的 な方沽 によ る議 論 の 飯 り立 つ限 界に対して,明 確な 認識 を 得 られ る よ うに

する 毛の で あ る、鮮 析 技 術 の教 育 に対 して、 これ は いわ ば"特 論"の よ うな 意味 を持 つの

だ が」 毛う 一 つの 方は,応 用論Zは 演習 と して 恵味 づ け られ る ・

統 計学 の 応用 は,現 場 に於 て あ らゆ る分野 に 屡 要だが,現 場 の 同題 はど れ を採 つ上げ て

み ても,筒 単な モ デル であ らわ す こと は難 しい 、個 々 の鮮 析技 術 の 興型 とな る よ ちなモ デ

ルを 抽象 す る と、 それ は統 計学 の 演 留両 題 と しての 栖 値は あ つ て も,現 実 工程 の鮮析 粘 果

と して の イ ンフ才 一メ ィシ ヨン は割 合 に少 くな っ て しま う.鮮 析 技術 に堪 能 蕉 技術 者 て あ

る程,自 分 の持 つ てい る能 力 の範 囲で 同題 を片 付 け よ うとす るが,現 場 で は方 法 の 如何、に

りも,鮮 析 結 果 が 工程 の整 理 あ るい は研 究 の推 進 に 和 用 され る曜 要が あ るの で、 実 情 と し

ては止 む を得 な い こ と芯 ので ある 。 しか し,こ の場 合 に宅 そ の 方法 を判 断 する 知 見が 出果

る だけ 多 い ことが 望 ま しい.そ して,統 計 的 厭 方 法を 利用 して行 われた 鮮 析 の実{列 や,あ

るいは 他 の 技術 との 組 合 せの 中 で統 計的 な方 法 が 生 さた蚤 験 的菰 実 例は,前 の場 合 と同 株,

統 計 的 方 法の 思 想 を展 開 す るた めに 望 ま しい も の で あ る.こ 九は 統 計数 学 看 以外 の、 統 計

数 掌に 通 じた 人々 、 特 に 現場 に い る 人が,実 際的 萎験 と して多 くを提供 出未 るの で は なか

ろうか.

以 上述 べ た ことに 飼 連 して,筒 単に 融 れ てお き1こ いの は,実 際 の"畠 頁管 理"遂 行上 の

向題 であ る.

現 場 では生 産 があ って 品 貸管 理,あ る い は絞 計的 方法 の応用 分野 が 囲 け るの であ って,

生 産課程 に はい ろい ろの 因 子が錯 練 してい る.従 って統 計的 な 方法 を(P8下 段 へ 続 く)


